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環境にやさしいまち

JQA-EM2175
府中市は、環境の国際規格
ISO14001を取得しています

ふちふちゅう

平成18年度の平成18年度の

　主な事業から　主な事業から

右上…介護予防教室

中央…水辺の楽校

左下…ルミエール府中（12 月オープン予定）

　

平
成
19
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
は
、
平
成
18
年
度
府
中
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
府
中
市
基
本
構

想
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て
な
ど
22
件
を
審
議
し
た
結
果
、可
決
12
件
、認
定
９
件
、同
意
１
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
議
案
は
、
国
際
園
芸
博
覧
会
の
多
摩
地
域
で
の
開
催
に
関
す
る
意
見
書
な
ど
６
件
を
審
議
し
、

す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
は
、
９
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

人

事

議

案

　

定
例
会
最
終
日
の
本
会
議

に
、
市
長
か
ら
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
同
意
を
求
め
る
議

案
が
提
出
さ
れ
、
次
の
方
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員

　

北  
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︶
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一
般
会
計
決
算
歳
出
総
額
７
５
５
億
円

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
は
、
予
算
総
額
７
８

５
億
２
９
７
万
７
０
０
０
円
に

対
し
、
歳
入
決
算
額
は
、
７
８

５
億
８
４
２
２
万
４
６
９
６
円

で
、
執
行
率
１
０
０
・
１
％
、歳

出
決
算
額
は
７
５
５
億
１
７
１

８
万
６
９
５
９
円
で
、
執
行
率

96
・
２
％
で
す
。

　

な
お
、
歳
入
歳
出
差
引
額
で

あ
る
30
億
６
７
０
３
万
７
７
３

７
円
が
実
質
収
支
額
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
議
案
の
提
出
に
当
た
り
、

市
長
か
ら
、﹁
歳
入
で
は
、
市
税

収
入
が
全
体
の
58
・
７
％
を
占

め
て
お
り
、
景
気
の
回
復
や
税

制
改
正
を
背
景
に
、
前
年
度
と

比
較
し
て
３
・
５
％
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
様
々
な

施
策
を
展
開
す
る
中
で
、
経
常

経
費
の
削
減
等
に
努
め
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
第
５
次
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

や
文
化
財
保
存
活
用
計
画
な
ど
、

多
く
の
分
野
で
計
画
を
策
定
す

る
と
と
も
に
、
市
民
生
活
等
に

潤
い
を
も
た
ら
す
水
と
緑
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
事
業
に

着
手
し
、
更
に
は
、
防
犯
・
防

災
対
策
の
強
化
を
図
り
、
よ
り

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

と
と
も
に
高
倉
保
育
所
や
介
護

予
防
推
進
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と

い
っ
た
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
、

あ
る
い
は
障
害
者
の
自
立
支
援

な
ど
を
推
進
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び

小
中
学
校
の
耐
震
化
事
業
や
西

1818

平
成
平
成
　　
年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

年
度
各
会
計
の
決
算
を
認
定

府
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
を

推
進
し
た
。

　

更
に
都
市
基
盤
の
充
実
に
努

め
た
ほ
か
、環
境
、観
光
、教
育
、

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
、

各
分
野
で
各
種
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
、
一
定
の
成
果
が
得

ら
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
﹂

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月

20
日
か
ら
27
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

５
日
間
に
わ
た
り
慎
重
な
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
本

会
議
で
は
、
賛
成
・
反
対
討
論

が
行
わ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
平
成
18
年
度
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

︵
関
連
記
事
２
・
３
ペ
ー
ジ
︶

◎
国
際
園
芸
博
覧
会
の
多
摩
地

域
で
の
開
催
に
関
す
る
意
見
書

　

多
摩
地
域
は
、
平
成
25
年
に

多
く
の
節
目
を
迎
え
る
。
こ
の

年
を
長
く
人
々
の
記
憶
に
留
め
、

多
摩
地
域
の
魅
力
を
国
内
外
に

発
信
す
る
た
め
に
、
国
際
園
芸

博
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
は
、

多
摩
地
域
だ
け
で
な
く
、
都
全

体
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

本
市
議
会
は
、
都
に
対
し
、

平
成
25
年
に
同
博
覧
会
の
多
摩

地
域
で
の
開
催
を
要
望
す
る
。

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対

す
る
意
見
書

　

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
が
試
算
し
た
保
険
料
の

概
算
は
、
国
が
示
し
た
全
国
平

均
に
比
べ
、
２
倍
近
く
高
い
数

値
で
あ
っ
た
。
高
齢
者
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
負
担
増

は
極
力
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
都

に
対
し
、
高
齢
者
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
環
境
と
そ
れ
を
支

え
る
安
定
し
た
財
政
運
営
を
目

指
し
、
４
項
目
を
要
望
す
る
。

◎
公
団
住
宅
居
住
者
の
居
住
の

安
定
に
関
す
る
意
見
書

　

都
市
再
生
機
構
は
閣
議
決
定

に
従
い
、
団
地
売
却
・
削
減
を

含
む
計
画
の
年
内
策
定
を
発
表

し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
公
団

住
宅
居
住
者
の
住
ま
い
の
安
定

を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。

　

本
市
議
会
は
、
政
府
及
び
関

係
機
関
に
対
し
、
旧
公
団
住
宅

が
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
、

政
府
等
は
そ
の
充
実
に
努
め
る

こ
と
な
ど
５
項
目
を
要
望
す
る
。

◎
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正

を
求
め
る
意
見
書

　

国
は
、
割
賦
販
売
法
の
改
正

に
関
す
る
審
議
を
進
め
て
い
る

が
、
消
費
者
に
安
全
な
ク
レ
ジ

ッ
ト
契
約
が
提
供
さ
れ
る
た
め

に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
の
責

任
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害

の
防
止
と
取
引
適
正
化
を
実
現

す
る
法
制
度
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
法
改
正
に
当
た
り
、

過
剰
与
信
規
制
の
具
体
化
な
ど

４
項
目
の
実
現
を
要
望
す
る
。

◎
原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的

改
善
を
求
め
る
意
見
書

　

国
は
、
被
爆
者
の
救
済
を
求

め
る
判
決
等
を
受
け
て
も
、
制

度
を
改
め
な
い
ば
か
り
か
、
控

訴
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の

間
、
被
爆
者
の
ほ
と
ん
ど
が
高

齢
者
と
な
っ
て
お
り
、
救
済
に

は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
原
爆
症
認
定
審
査
を
原
爆

被
害
の
実
態
に
見
合
っ
た
制
度

に
改
善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

◎
在
日
無
年
金
高
齢
者
及
び
在

日
無
年
金
障
害
者
に
対
す
る
救

済
制
度
の
早
期
実
施
を
求
め
る

意
見
書

　

国
内
に
は
、
国
民
年
金
法
に

お
け
る
過
去
の
国
籍
条
項
に
よ

っ
て
、
い
ま
だ
無
年
金
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
在
日
外
国
人

が
存
在
す
る
。
在
日
無
年
金
高

齢
者
・
障
害
者
の
生
活
事
情
は

厳
し
さ
を
増
し
、
救
済
に
は
一

刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。

　

本
市
議
会
は
、
国
会
及
び
政

府
に
対
し
、
救
済
制
度
の
早
期

実
施
を
要
望
す
る
。

平成18年度の平成18年度の

　主な事業から　主な事業から


